
令和５年度 香川県立農業大学校 学校評価 

評価基準 Ａ：十分達成できている、Ｂ：おおむね達成できている、Ｃ：どちらかというと達成できていない、Ｄ：ほとんど達成できていない 

重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

Ⅰ 意欲あ

る学生の確

保 

１ 学生・

研修生の

応募者確

保 

 

●具体的方策 

１ 高校の進路指導教諭及び高校

生への積極的な働きかけ 

・分かりやすい学校案内・刷新

した募集要項等の作成 

・高校訪問の実施と進路指導担

当者を対象とした学校説明会

の開催 

・高校進路ガイダンスへの積極

的な出席 

・体験型オープンキャンパスの

複数回実施と参加誘導 

・公開講座の実施による開かれ

た農大のＰＲ 

 

 

 

 

 

 

２ 情報発信の強化 

・ホームページの充実と学校の

出来事などの積極的な情報発信 

・ＳＮＳを活用した情報発信の

充実 

・県広報誌や広報媒体を活用し

た学生・研修生募集記事の掲載 

 

 

 

３ 農業大学校のＰＲと研修等の

応募方法のオンライン化 

・公開講座の実施による開かれ

た農大のＰＲ 

・各種研修、オープンキャンパ

ス等のオンライン申し込みの

実施 

 

・養成科、研修科両科共通の刷新した学校案内を 3,000部

作成し、募集要項とともに県内高校、市町、ＪＡ等に配

布した。 

・農業高校５校と林業に興味がありそうな高校３校を訪問

し、特に令和６年度から拡充する林業・造園緑化コース

の教育内容等を説明し学生募集を行った。 

・県内４校で実施された進路ガイダンス（延べ７回）に参

加し、農大の特徴や卒業後の進路等について情報提供し

た。 

・体験型オープンキャンパスを７回（延べ参加者 95名、う

ち学生57名）と受験者向け説明会を 1回（参加者 32名

うち受験年齢到達者19名）開催した。体験型オープンキ

ャンパスは、専攻コースごとに実施し、複数回参加する

ことで、受験予定者が専攻コース選択の機会を提供でき

た。 

・８月４日にオープンキャンパスを兼ねた公開講座を初め

て開催し、学生、研修生、学校関係者以外に 13名（うち

学生３名）の参加があり、開かれた農大をＰＲした。 

 

・農大内に情報発信委員会を新たに立ち上げ、ホームペー

ジの充実や積極的な情報発信に努めた。農大の出来事等

について年間計画を作成し、定期的な情報発信を進め、

農大のできごとについては、月２回超のペースで投稿し

た。 

・10月からは、ＳＮＳを活用した情報発信し、農大からの

情報発信だけでなく学生からの投稿を促した。 

・学生・研修生の募集について、農大ホームページや県・

市町・ＪＡ広報誌への掲載、公共施設（体育館等）等へ

のポスター掲示を行った。 

・学校行事等について報道提供し、マスコミを通じた広報

を行った。 

 

・８月４日にオープンキャンパスを兼ねた公開講座を初め

て開催し、学生、研修生、学校関係者以外に 13名（うち

学生３名）の参加があり、開かれた農大をＰＲした。 

・オープンキャンパスのオンライン申し込みを可能とし、

95名のうち15件がオンラインで申し込んだ。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・引き続き体験型のオープンキャンパス

の複数回実施を継続して行うが、令和

５年度の実施状況を踏まえ、実施時期

や回数を見直す。 

・高校の夏休み期間にオープンキャンバ

スを充実させ、入学試験の実施時期の

見直しと合わせて検討する。 

・農業高校以外の高校生にも職業の選択

肢として「農業」があることを、関係

機関との連携や学校連携等を通じてよ

り積極的にＰＲする。 

・養成科と研修科両科合同でのオープン

キャンパスの実施を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

・情報発信委員会でさらにホームページ

の充実や積極的な情報発信の方法等の

協議を進め、充実した情報発信に努め

る。 

・さらに学生の投稿を促すため、年度始

めから在校生、新入生への働きかけを

行い、積極的な投稿に繋げていく。 

 

 

 

 

 

・農業者に限らず、一般県民にも広く関

心のある内容での公開講座の実施を検

討し、農業大学校を知ってもらう機会

を作る。 

・コロナで休止していた農大ふれあい市

を復活させ、近隣の学生やその保護者

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

 

 

 

 

４ 農業に興味がある社会人への

積極的な働きかけ 

 ・農業初心者向け農業基礎講座

の開催と準備研修、実践研修へ

の誘導 

・農大見学会（研修科オープン

キャンパス）の複数回実施と参

加の働きかけ 

 ・受講申込みのオンライン化 

 

●評価指標 

・オープンキャンパス参加者数 

・担い手養成科応募者数 

・技術研修科応募者数 

 

 

 

 

・農業基礎講座＠農大を三豊市と三木町の二カ所で開催し

た。延べ34名の参加あった。今年度から野菜だけでな

く、花きや果樹の講義も加え、ニーズにあった内容に充

実させた。 

・研修科オープンキャンパスとして農大見学会を３回実施

し、延べ28名が参加した。このうち４名が農業基礎講座

を受講し、１名が農業実践研修、3名が農業準備研修に

応募した。 

・受講申し込みをオンライン化し、申込みの約２割をオン

ラインで受け付けた。 

 

オープンキャンパス参加者数 

・担い手養成科 学生57人、父兄等 38人（合計 95人） 

・技術研修科 28人 

 

担い手養成科応募状況 

 

 

 

 

 

技術研修科応募状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

など参加者を限定して実施し、若い人

に農業大学校をＰＲする方法を検討す

る。 

 

・引き続き農業に関心がある県民に広く

門戸を開き、初歩的な講座から実践的

な講座へ、対象者の意向にあった研修

への誘導を行う。 

・アンケート結果等を踏まえて研修内容

や研修区分の見直しを随時行ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 学生・

研修生の

ニーズに

即した環

境整備 

●具体的方策 

１ 学生・研修生へのアンケート

によるニーズの把握 

 

 

２ 教育施設や備品の整備 

 

●評価指標 

・教育施設や備品の整備数 

 

・アンケート、個別面談等によるニーズの把握に努めた。 

 

 

 

・教育環境については更新や修繕も含め、今後の学校運営

で必要な施設・備品を洗い出し、優先順位をつけて計画

的な整備に取り組んだ。 

 

令和５年度整備数 

 

Ｂ 

 

 

 

Ａ 

 

・引き続き教育環境に関するアンケート

調査等を実施し、学生・研修生の意向

に沿った整備内容を盛り込む。 

 

・国補事業への取組みや予算要求によ

る、施設・備品については引き続き計画

的な整備を行う。 

・令和９年度に本校舎の設置から50周

年を迎えることから、100周年を見越し

 

応募者数 合格者数 入学予定者数

27人 27人 27人

6人 6人 6人

33人 33人 33人合　　計

推薦入試

一般入試（前・後期）



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

 環境制御ハウスの谷換気装置、スピードスプレーヤー、

買田農場の園内道の補強 

（次年度導入予定：ホイルローダー、高所作業機、スポッ

トクーラー６台） 

た抜本的な施設設備や教育内容などの見

直しを検討する。 

Ⅱ 教育内

容の充実・強

化と実践力

の養成 

 

１ カリキ

ュラムの

検討と教

育内容の

充実 

●具体的方策 

１ ニーズに応じたカリキュラム

の編成 

 ・学生及び研修生のニーズや、

就職先から求められる資質の把握 

 ・ニーズや今日的課題に対応し

たカリキュラムの見直しと新規教

科の導入 

 ・農業高校以外からの入学者、

非農家出身者等にも配慮した授業

の実施 

 ・栽培管理から農業機械、経営

管理に至る幅広い知識・技能の修

得促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導教官の資質向上 

 ・各種研修会や研究活動への積

極的な参加 

 ・最新の教育事情、学生指導、

危機管理等に関する研修や情報交

換等の実施 

 

 

 

 

●評価指標 

・カリキュラムの見直しと新規教

科の導入数 

・指導職員の研修参加延べ人数 

 

・入学希望者の専攻コース希望状況や今日的課題の動向等

を勘案し、６年度から実施されるコース再編を含めた校

内の体制について引き続き検討を進めた。 

・新規科目や就農を喚起するための科目に加え、一般教養

及び基礎教育科目についてアンケート調査を実施した。 

・「林業・造園概論」（１単位）「農福連携」（１単位）を新

たに設け、「生物工学概論」を「遺伝子資源活用概論」（1

単位）に拡充した。 

・２年生は卒論の課題設定から調査、分析、取りまとめ、

発表まで、自主的な取組みを促した。 

・１年生を対象に卒論計画発表会を実施し、早めの卒論へ

の取組みや卒論に関係する知識・技能の習得意欲の醸成

を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ明けで、農大の職員を対象にした全国及びブロッ

ク別研修会・研究会等が再開され、積極的な参加を促し

た。 

・果樹については、西日本ブロック研修会の当番校とな

り、中四国ブロックの果樹担当の農大職員との意見交換

及び交流が図ることができた。 

・オンラインで開催された指導力強化研修（高度農業経営

者育成教育機関が実施）には、担い手養成科担当職員及

び研修科担当職員が受講した。 

 

新規教科：３ 「林業・造園概論」「農福連携」「遺伝子資

源活用概論」 

研修参加延べ人数 ７名 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・近県の農業大学校の職員との意見交換

や先進的な取り組みを参考にし、カリ

キュラム編成やコース再編について積

極的な取り組みを進める。 

・令和 9年度に 50周年を迎えることを

踏まえ、100周年を見越した抜本的な

施設設備や教育内容などの見直しを検

討する。 

・農業法人、農業関連企業等からの聞き

取りを行い、学生が身に着けるべき資

質の向上に取り組む。 

・アンケート結果等を踏まえ、より満足

度の高い授業や実習となるよう、コー

スや部門別の打合せ機会を増やし教育

内容の充実を図る。 

・農業大学校で認証取得に取り組んでい

るＧＡＰについて、次年度は科目とし

てカリキュラムに取り入れるほか、ス

マート農業や有機農業、輸出など今日

的な課題に対応するため、機械メーカ

ーや先進農家の協力を得ながら、時流

に対応した教育内容を取り入れる。 

 

・中四ブロックや西日本ブロック、全国

規模の農大職員対象の研修会・研究会

に加え、最新の農業技術や経営管理に

関する研修会に参加するなど、積極的

な自己研鑽を促進する。 

 

 

・授業にＩＣＴを活用した取り組みが

できれば、学生が授業に参加しやす

く、意見も出しやすくなるのではない

か。 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

 ２ 実践研

修の充実 

●具体的方策 

１ 農場実習や専攻実習での自主

的な取組みを促進 

・農場実習等を通じた責任感や指

導力の修得 

・生産現場で求められる基礎的な

技術・能力の修得 

・自ら調べる習慣、自主的に学習

しようとする意識の醸成 

 

 

 

 

２ 校外での実習体験の積極的な

推進 

 ・校外実習等の機会を増やし、

人間性・社会性を育成 

 ・実際の農業生産現場を経験す

ることによる、目的意識や学習

意欲の醸成 

 

 

 

 

 

 

３ 就農や就職に有利な資格の取

得促進 

・各種資格試験等の情報提供と積

極的な取得支援 

 

●評価指標 

・学生・研修生全員の校外実習体

験 

・資格取得学生延べ人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習において、２年生には１年生への指導や作業計画の

説明をさせることなどにより、自主性や責任感の醸成、

指導力の修得に努めた。 

・農場の計画的な運営と少人数制によるきめ細かな指導に

より、各作物の基本的栽培管理技術の習得に努めた。 

・担い手養成科では農業基礎演習、技術研修科では農場実

習の内容を一部見直し、トラクタや管理機、草刈機等、

農業機械の基本的操作技術についての実習を強化した。 

・学生全員にＩＤを割り振り、制限なく資料を閲覧できる

よう、ルーラル電子図書館（農文協）の利用契約を行

い、活用方法に関する講義を通じて活用を促進した。 

 

・実習の受入先の選定については、事前に学生・研修生の

意向等を把握したうえで調整し、より効果的な実習の実施

に努めた。 

・専攻実習は９名が校外（先進農家４名、農業試験場２

名、畜産試験場３名）で取り組んだ。 

・インターンシップは県内14法人で 18名（延べ 23名）が

実施した。 

・農家実習は1年生を対象に15日間実施し、先進農家等

14か所に各１～３名、26名全員を派遣した。 

 

 

 

 

・就農・就業後に役立つ資格を中心に、14種類の資格取得

に延べ197人（学生119名、研修生 78名）がチャレンジ

した。 

 

 

 

校外実習 担い手養成科１年生 26人、２年生32人 

     研修科研修生 45人 

資格取得学生 延べ100人 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・作物やほ場の担当者を決めて、さらに

学生が主体的に栽培管理を行うよう努

める。 

・２年生が農場でのリーダーとなり 1年

生を指導することで、リーダーシップ

を発揮できるよう仕向ける。 

・要望が高い農業機械の基本的操作につ

いては、引き続き充実強化を図る。 

 

 

 

 

・実習の受入先の選定については、実習

受入候補先へアンケートを実施し、受

入れ可能リストを作成し、学生・研修

生の意向等を把握したうえで調整し、

より効果的な実習の実施に努める。 

・１年生の農家実習については、複数の

受入先で実習が経験できるよう前期と

後期に分け２回実施する。 

・普及センター等関係機関と連携し、学

生の希望と派遣先農家の調整を図り、

より実践的・効果的な実習、インター

ンシップを目指す。 

 

・在学中の積極的な資格取得に向け、引

き続き意欲を喚起する。 

・農大で講習を実施している大型特殊免

許（農耕車限定）については、学生が

専攻実習中に講習が受けられるようあ

らかじめ専攻実習の計画に加えるとと

もに計画的な取得を働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専攻実習受け入れ農家の経営状況も

考慮して派遣する必要があるのでは

ないか。 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

Ⅲ 進路指

導の充実と

就業意欲の

醸成 

１ 進路決

定 の 指

導・支援 

具体的方策 

１ 個別の進路相談の実施と積極

的な情報提供 

 ・三者面談や学生との個別指導

による就職活動状況の把握と進路

指導の強化 

 ・関係機関との連携強化による

求人情報の把握 

 

２ 授業や面談を通じた進路に対

する早期動機付け 

 ・修学期間を通じた総合的な進

路決定支援 

・キャリア教育の内容強化や「就

農就業ガイダンス」等の実施 

・インターンシップや会社説明会

への積極的な参加の働きかけ 

 

●評価指標 

・進路決定率 

・インターンシップ実施人数 

 

 

 

 

 

 

・４月下旬及び２月下旬の２回、１年生全員の三者面談を

実施し、希望する進路に関する情報共有を図った。 

・ハローワークやワークサポート香川との連携により求人

情報の提供等を実施した。 

・保護者を対象とした法人見学会を後援会と共催で７月と

８月に１回ずつ計２回開催し、農業法人等６カ所を見学

した。このうち８月に実施した法人見学会は、オープン

キャンパスを兼ねて実施し、４名の学生が参加した。 

・ハローワークによる求人情報の提供や履歴書の書き方、

就職活動の心得等について指導を受けたほか、ハローワ

ークやワークサポート香川の対面及びオンラインによる

個別相談や模擬面接等の指導を受けた。 

・学生個々の希望や適性に応じて、インターンシップや会

社説明会への積極的な参加を勧めた。 

 

・「就農・就業ガイダンス」（１、２年生対象）を実施し、

雇用就農や将来自立経営するにあたっての心構え等につ

いて学んだほか、６月に２回、２月に２回、計４回、校

内企業説明会を実施し、経営者や人事担当者から直接話

を聞く機会を設けることで、進路決定を促した。 

・就業への意識を早い時期から高めるため、１年生を対象

とした「キャリアプラン」の授業にキャリアコンサルタ

ントを講師に招き、働くことへの動機付けからキャリア

プラン作成支援まで、体系的な指導を行うとともに、目

標設定を趣旨とした公開講座を開催し、人生設計を考え

る機会を提供した。 

 

進路決定率93.7％（卒業生32名のうち30名 

インターンシップ実施人数18名（延べ人数 23名） 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・三者面談や個別指導を通じて進路希望

を把握する 

・２年生になってからの面談を実施し、

新年度からの就職活動の後押しを行

う。 

・新規就農相談センター、JＡ香川県(ア

グリワーク)等関係機関との連携を強

化し、求人情報の収集と学生への提供

に努める。 

・法人就農等への理解を深めるため、保

護者を対象とした法人見学会を引き続

き開催する。 

・就職意欲の低い学生への働きかけや選

択に迷っている学生への決断をサポー

トし、１年次終了時までには、各学生

が進路の方向性を決められるよう促し

ていく。 

 

２ 就農支

援 

具体的方策 

１ 就農を支援する施策の活用促

進 

 ・就農を目指す学生・研修生に

対し、各種給付金の事務手続き支

援 

 ・就農に向けての各種支援施策

等の情報提供と活用支援 

２ 就農意欲の向上対策 

 ・インターンシップや会社説明

会等を活用した雇用就農の支援 

・県内外の優れた農業者による講

 

・７月11日に就農準備資金説明会を、また２月２日に税務

申告説明会を開催し、手続き等を支援した。 

・学生１名、研修生４名が受給中。 

・ＪＡ香川県就農奨学金を、学生１名が受給。 

・独立自営就農を目指す学生・研修生には、早期に普及セ

ンターや市町に相談に行くよう進め、就農に当たっての

具体的な準備等指導を受け、円滑な就農に繋がるよう働

きかけた。 

・雇用就農後のミスマッチを防ぐため、応募を希望する農

業法人等にインターンシップを経験するよう勧めた。 

・インターンシップを実施した２年生 10名のうち５名がイ

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

・卒業及び研修終了後の着実な就農・定

着に向けて在学中から切れ目なく支援

できるよう、年度の早い時期から農業

改良普及センター等関係機関とより強

力な支援体制を構築する。 

 

 

 

・インターンシップ制度の利用者を増や

し、農業経営者協議会、新規就農相談

センター、関係団体と連携して、学

 

・進路の関係で就職後の状況も教えて

欲しい。 

・就職が決まってもすぐにやめてしま

う人もいるため、行ってよかったとい

う企業を紹介することも大切ではない

か。 

 

 

 

 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

話を通じた就農意欲の向上 

 

 

 

３ 就農相談の実施 

 ・営農計画の作成支援や関係機

関と連携した就農支援活動の実施 

・関係機関（普及センター、農業

試験場、農業会議、農地機構等）

と連携した就農後の定着に向けた

切れ目ない支援 

 

●評価指標 

・就農を支援する事業の活用者数

とその進路 

・就農者数 

ンターンシップ先である農業法人等へ就職した。 

・合同会社説明会（４回）や法人見学会、現地研修等、先

進農家から直接話を聞く機会を増やした。 

 

・卒業・修了後に円滑に就農できるよう普及センターや農

地機構と連携・情報共有を図った。 

 

 

 

 

 

 

就農準備資金活用者数及び進路 

担い手養成科２年生１名(親元就農希望） 

技術研修科研修生 ４名(独立就農２、雇用就農２名） 

就農者数（担い手養成科） 

自営就農1名、雇用就農11名（38％） 

就農者数（技術研修科就農実践コース） 

自営就農11名、雇用就農２名、研修継続 1名（93％） 

 

 

 

 

Ｂ 

生・研修生と農業法人とのマッチング

を円滑に行う。 

 

 

・１年生の「就農・就業ガイダンス」の

授業として実施したインターンシップ

は、学生の意欲に差があるため、自分

の専攻コース以外の受入れ先での実施

や学生の意欲に応じた対応を継続して

いく。 

・法人への雇用就農や将来的に独立を希

望する学生についても、在学中から各

普及センターや新規就農相談センター

等との接点を持てるよう、機会の設定

を検討する。 

・雇用就農を希望する研修生について

は、校内企業説明会に参加できるよう

柔軟な対応を検討する。 

 

 

 

 

・学生だけでなく、研修生の就職先リ

ストの作成をお願いしたい。 

 ３ 就職支

援 

●具体的方策 

１ 就職活動の支援 

・就職説明会への参加促進による

就職意欲の醸成 

・ハローワーク、ワークサポート

かがわとの連携による就職支援 

 

 

２ 就職試験対応の支援 

・模擬面接の実施や履歴書・エン

トリーシートの書き方指導 

・就職活動に関する専門家の招致

による授業と個別指導の実施 

 

●評価指標 

・就職情報の提供数 

・就職者数（就農以外） 

 

・求人情報コーナーを常設し、学生の希望とマッチする情

報は各教授を通じて直接学生へ提供した。 

・求人票を持参して訪問する企業担当者に対しては、でき

るだけ企業が求める人材や条件を聞き取りし、必要に応

じて情報を学生に伝え、進路決定の判断材料を提供し

た。 

 

・就農・就業ガイダンスの時間を利用して、２年生全員の

ハローワークの個別面談を行い、農業関係以外に就職を

希望する学生のサポートを受けた。 

・具体的な就職先を探している学生を中心にワークサポー

トかがわの対面での相談会を実施し、就職活動に弾みを

つけた。 

・学生の希望に応じてオンラインによる個別相談や模擬面

接の活用を支援した。 

・エントリーシートや履歴書の書き方、面接試験への対応

等について個別対応した。 

 

就職情報提供数 79社 

就職者数 17人（53％） 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

・無料職業紹介所の機能が発揮できるよ

う、農業関連企業を中心に農業大学校

への求人を積極的に呼びかける。 

 

 

 

 

・就農及び農業関連企業・団体以外の就

職を希望する学生に対しては、よりハ

ローワークやワークサポートかがわと

連携し、学生の志望する企業の情報提

供及び支援を要請する。 

・就職試験対策等のノウハウを持つ機関

の協力を得ながら、学生の個性や希望

に合ったきめ細かな支援を行う。 

 

・３月から就職活動が始まる中で、春

休みの間に就職への意識つげを図るた

め、企業が多数出展しているかがわワ

ークフェアに積極的に参加したらどう

か。 

 

 


